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　火星蓮河の問題も近年観測の進：歩により幾分了解され．蓮河が通常の観測者
なれば見えるものミされ．叉蓮河が見えぬは観測者の資格が無いミまで言はれ
1924年にはリックの36吋により10吋級ε同様に認められ．見える、見えないの
蒼い問題より進んで火星表面の季期攣化の研究ε共に運河箇々の研究にまで進
み得ナこ事は可なりの進歩である。
　叉大口径で見えないε言ふ問題もピケリングが井ルソン山100吋．ヤーキス
40吋．リック36吋．ムードン32等有歎のものE十階級の結ge　i’比較して、現在
地球の大氣の状態では火星観測には10吋後のものが最適である事が示され、此
の口径で努力を要する機會が甚だ多くなった。
　自分は12吋級の殊にカル9“　一一の同口径のものを過去の優秀なる結果より見て
夢想して居ったが．此れが偶然實現されカルヅーの13吋が京大天文毫に据えら
れ．しかも其の玉造鏡面は理想的のものであり現在までの結果を見ても可なり
の成績を劇ナ得る豫定である。又自有の六吋牟エリソンも新しい完全なマウン
チングにより充分なる活動に耐え得る事ミなり器械の瓢に於て此れ以上慾の言
えない好都合である。殊に一昨年優秀な成綾を暴けられナこ紳戸のスコブイルド
氏が八吋4≧カルゾーを使用し共同灘測を績けられる事は甚だ心強い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔10月96日稿〕
第三回避太畢洋學術會議
（The　third　Pan－Pacific　Science　Congress）
　汎太卒洋學術會議の目的εする所は、太李洋地方にある諸潮時の他同地方に
關係を有する諸國の科學野相尽して太李洋及太4洋地方に關する各種の科學的
問題．殊に同地平野民族の繁榮幸幅を磨進ずるに足るべきものにつきて攻究論
議し．其の協力の下に此等問題の解決を敏速容易ならしむるこεを力むるε共
に、是等諸國の子下者間の交情を温め、延いて前記諸民族一般の李和の基礎を
二二ならしむる上に貢献せんこEを期するにあり。
　第一回汎太李洋管理下議は．一九二〇年ホノル・に於て開催せられ．其の成
績甚良好なりしに鑑み一九二三年第二回同町議を濠洲弓術研究會議主催の下
に、メルボルン．シドニーの爾市に開き．其の敷果更に多大なりしを以て．愛
に同會議をして永久的のものkらしめんミし、之に關する規約案の起草：は次會
の會長其の他の役員の選定ε共に．一切之を次回圭催國の學術研究會議若くは
534 第三圃汎太ZP．洋學術會議
之に類する機關に委任するこεXなれり。
　之より先．本邦に於ては汎太平野晒茅門議の三野盆なる事業ナこるこミを認め
たるを獄て．第一回會議には学名の代表者を迭り’殊に第二回の濠洲會議には
各科を通して十名の代表者を派遣しs門門め政府の承認を得て第三回會議を本
邦に於て開催すべく内定しナこるを以て、之を濠洲會議の総會に干て獲表し本邦
政府E我學術研究會議ミの名を以て正式に招待の意を致しナこる1：　．同糖會は全
會一致を以て熱誠に之を迎へ第三回會議を大正十五年本邦に於て開傭するこε
に決定せり。
　裳に於て我學術研究會議は直に第三晒汎論卒論學術凝議準備委員會を組織
し．夏に各種の特別委員會を分隠し叉常務委員會を設置して同會議に關する施
設計書等につきて熟議を凝らし漸く成案を得ナこるを以て．大正十四年四月英文
第一一一A報を嚢表し關係諸國に正式の招待歌を登途するε共に．國内の學校．研究
所．學會等に向て其の懇切なる援助ミ賛同εを請ひ、學術の振興ε國交の親善
εに貢献し、以て本會議有終の美を濟さんこεを希ふ所ありたり。
　一難準備の進捗ε共に英文第一報に多少の改訂ミ檜補εを施すの必要あるを
認め同第二報を嚢行ずるε共に裳に邦文第二要報を編纂し本會議の行程につき
て記する所概ね次の如し。
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常　務　委　員???????
（愈計圭任）
東京
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學術研究會議會長
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松原　行一
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同（生物的科學部）
準備委員會特別委員長
學術研究會議會員
?
弾帯研究會議會員
同
同
同
?
　　欝學搏士　三浦謹之助
　　理學博士　柴田　桂太
工学博士男欝　斯波忠三郎
　　理學博士　岸上鎌吉
　　理學博士　新城薪藏
　　工學博士　伊木　常誠
　　農學博士　安藤廣太郎
　四、事　　　　　業
　太亭洋及太ZF洋地方1：關する學術的問題につき論文為獲表し、討議な行ひ、時々通俗講
演を公開し、叉會期中並に其の前後た通じ撒回の見學平行な行ふ。
　前罰の問題［：つきて豫凹し’iこる三次の如くなるも、揚合により多少の攣更：暦減あるべく
叉内外科学者の研究事項の特に下表さるyものあるべきも、其の論陣［塀鰍ユ此等問題の範
圃に集中ぜられんこビな期ぜり。
　之か要するに、一の問題な多方面より攻究し、以て之が解決な容易力：らしめんが爲、重
要にして下闇の梢廣汎なる若干の問題fewaめ選定：し、諸專門の科學者が之に關する研究の
結果か寄與するの方針な探れり、両して從來の如く多数の営門的小分科會た設くみこミ
は、共同研究の諭纏促進する所以に非ざるな以て、來るべき第三回附議に於てit、交渉
の密接なる数個の學科を聯合して、物理的門守雪叩生物的諸科學の二大部會な設くるこt
Sし更：に繭部會た合併して聯合部會な開くこSSぜり。
　分科會ば範圃の小なろ問題に關すろ論文叉は時間の鈴裕なき爲部會に提出するこ定能ば
ざる論門川獲表討議する爲に之fle設くろも、町議の本門は部會及聯合部門より成㍉）、而し
て総敷五十三項の問題な豫選し六るが、其の申二項ば聯合部會の問題ミし他の五十一as［t
部會叉1工分科會の問題書なぜり。
　　　　　　　　　　　　　　◎聯合一罪に於ける問題
　1、重要なる太亭洋學術問題の國際共同研究に關する具膿的計書案
　2、太4洋の物理的及生物的海洋學に關する現今の智識（潮汐、海流、水温、四分、水
　　　素イナンの濃度、浮溝生物の多寡、生物の浮灘幼虫期等に下する事項た含む）
　　　　　　　　　　　　　O部會ヌは分科會に於謝る問蹉
　　　　　　　　　　　　　　　甲、物理酌科・學秘
　3、特に太平洋地方に關する天丈襯測
　4、太平洋地方の地球物理的問題S太陽の活動ミの關係
　5、太亭洋地方に於ける地磁氣の分布
　6、太平洋地方に於けろ氣象上の研究、殊に空氣の一般的循環、サ1〃ロン、氣象的諸
　　　要素の相互關係
　7、太亭洋地方に於ける氣象及び暗刻の無線蓮報並に之が障害の原因
　8、測地又ば重力若く匡垂直線偏椅の測定より推算ぜる太ZF洋地方に於けるセナイドの
　　　形朕
　9、太平洋内山諸國の地圖作製に用る各縮尺に萎縮すべき投影法
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10、太四脚地方に於て子午線に平行ぜろ電波及之か横噺ぜる電波の減衰度の差
U、太第洋地方に於けろ地殻運動S地朧購造（地震、地殼潮汐・平均海面水準の憂動等
　　に關すろ事項た含む）
12、太野駆離昇に於ける地震観測網に關すろ報告
13、太細口た横即すろ地震波の傳播
14、耐震構造
15、太亭洋地方の火山に關する諸方庫の研究
16、太平洋地方の温泉
17、太疏開地方［：於ける中生禅相互の關係
18、太亭洋地方に於ける鮮新世及洪積世地層の境界
19、洪積世及び其の後［t於ける太亭洋汀線の憂蓬
20、太亭洋地方に於Vl　f）鑛床成生の時期、及之tl同地方の地艦構造の統一ぜろこごsの
　　闘係につきて
21、太挙洋地方に於ける石炭暦の暦位
22、太亭洋地方に於ける含油暦の層位
23、太挙証地方の鑛物資源（石炭、石油、硫黄、燐鑛、有用漁礁）
24、太亭洋地方に於ける稀有元素の分布
25も経濟地理皐より見ナこる太亭脚下岸諸園の現在銀将來に於ける通商凶手
　　　　　　　　　　　　　　乙、生物的科學部
26、特殊の陸生又［工海生植物の分布に顯にれたる太zp洋地方フロラ相互の關係
27s特に固有種下韓国問題の見地よりする太畢洋諸島のフロラ及フオ　・一ナ
28、太李洋有用水産動植物の保護に湿すろ合理的方法
29、平出學より見ずころ主要農産物、殊に来の改良並に家畜の改良
30、太立楽地方の昆虫、蘇に其の有用動植物に影響するものに關する報告の交換機關
31、亭亭洋に於けるカ）P　■及マグロの分布書其の生態的研究
32、太腿洋地方に於けろ淡水鰻の分布並に其の聚生史
33、洋海魚類の卵並に仔魚に聴する國際共同研究
34、太亭洋地方に於けろ天然記念物の保荏
35、太平洋各地方に於て見らる、種々の植物更新
36、太領頚馳方［：於けろ着生植物の生態
3覧太挙洋地方の薪古火山噴出物上に於ける植物の嚢遽
38、太亭洋地方に於ける火山灰の分布並に其の物理的及化學的性質、特に其の農業的債
　　値：
39、穀物の合理的貯藏法
40、太平洋地方に於けろ細塵の利用
41、土壌の分類及其の調査
42、太亭洋地方に於ける柑橘類のi裁培
43、太平洋諸県に於ける植物検疫の外国的基礎
44、家畜の流行病及寄生虫病に關する豫丁丁治療
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　45、太挙洋地方に於ける人類の湖源
　46、太亭洋地方諸民族の人禮測定
　47、　アイ　ヌ民族、其の起源並【＝他民族Sの昆罰係
　48、人類學上パプア族の位置
　4翫小人種問題、特にニューギニア及フイljツピン群島it於けるもの1：就て
　50、東印度諸島に於ける南郷但馬の帯心並に太卒洋地方の文化獲逡に面すろ証會人類學
　　　上丈化史學派及マンチェスター・學派の諸説に就て
　51、太挙洋地方に於ける氣候S衣食佳tの關係
　52、太亭洋地方隊民族の特殊疾病の分布、豫防、治療
　53、蜘虫、十ご指呼半島住血吸虫の分布、1秘史、症歌・豫防並に治療
　本會議に論文奄提出ぜんビするigit本丈の外其の抄aXhe作製し、本丈抄録共英文准以て
認め「タイプライター」に附し、抄録匿涯くも大正十五年七月三十日迄に、仔虫交も可成同
期日までに丈部省内學術研究會議立付第三画汎太zp懸命煮麺議幹事宛に逡付ぜられ7：し、
而して論丈た會場に於て獲表するに當りて1期其の性質等により講演時間な十分乃至三十
分に限り或ltes［：之か短縮し叉ば輩に表題il提出者の姓名tA，報告すうに1しむろ芝あるべ
く、叉之に封ずる討輪（t一人五分な限り、討論者は其論旨の要領か英丈な以て認め之を幹
事に提出ぜられナこし、著し英語以外の國語な以て講演又ば討論ななさんS欲ずろε｛訓工遅
くも前日正午迄に其の要領彪英丈にて記述し「タイプライター」に附して幹事に提出されプこ
く幹事ば颪に之奄印刷に附して母野者に配布し豫め其の要旨た悉知するた得ぜしむべし。
　本會議に於て獲表ぜられナこる各論丈叉に其の抄錐或ば軍に其の表題S提出溜の姓名劃工
集會の記事ε共に報告杢集書して之葎編纂し内外の主要なる學術襲關其の他に寄贈す。
　ゑ、會　　　　員
　　一、左の各號の一一に該常する　igh，・以て本會議の当期目す
　　　（一）海外諸國の政府又ば學術櫻關の代表員
　　　（二）畑鼠議の推薦に依る者
　　　（三）學術研究會議の會員及本邦委員並に本志議の準備委員
　　ご、會員は総會、聯合部會、部會及分科會に出席し且論文を提出し叉ば討論に興かる
　　　　こビな得
　　三、海外代麦畑及其の他の海外會員に見學旅行に塗加するに駈り優先椹を有し鉄員あ
　　　　る場合に限り國内面員匡費用た自辮して之に塗加するこ亡た得
　　四s感温［：ば會員徽章な交附す、會員は各課の集會に出席し又ば見學振行に塗加する
　　　　場合1：lt必らす之為似用するな要す
　　五、品格にして本再議の報告全集其の他の出版物の配布な希望する向噂⑫趣か申込
　　　　むS同時に實費を前納すべし
　　　　　　　　　　汎太準洋學術會議に謬列
の糞め、わざ々回外國から來朝し？こ天文家ば、来國ヅサ1女子大學天丈台長ミス・C．E，
Furness（フアネス）t一一一人である。日本側から匡東京天丈台から爾亭山、早乙女、橋元、颪
見諸氏、京都大子天丈台からに新城山本雨氏、水澤の緯度槻lil斬から木村所長等が参列9
られる筈○
